
JP 5122105 B2 2013.1.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家具の内部で引き出しを滑動可能なように開閉するためのスライディングガイドレール
システムであって、
　前記一の家具に前記システムを固定するための取付ブラケット（１０）と、
　前記取付ブラケット上に取り付けられている固定ガイド（２０）と、
　中間レール（３０）と、
　引抜きガイド（４０）と、
　を備え、
　前記固定ガイド及び前記引抜きガイドの各々がスライド移動可能とされるハウジングを
有し、
　前記中間レールが、第１の前記滑動可能なハウジング（５０）によって前記固定ガイド
上で滑動可能とされ、前記引抜きガイドが、第２の前記滑動可能なハウジング（５０’）
によって順番に前記中間レール上を滑動可能とされ、
　前記固定ガイド、前記中間レール及び引抜きガイドの各々の上には、前記第１の滑動可
能なハウジング及び前記第２の滑動可能なハウジングのスライド移動を制限するために配
置されているストッパ（６０）を有しているシステムにおいて、
　弾性変形可能とされる減衰部材（５２，５２’）が、前記第１の滑動可能なハウジング
及び第２の滑動可能なハウジングの各長手端部に形成されているそれぞれのチャンバー（
５１）内に設けられ、
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　前記減衰部材が、前記滑動可能なハウジングの行程限界で前記ストッパと係合するため
に、前記減衰部材のチャンバーの外方に且つ超越して突出している緩衝部を有し、
　前記チャンバーが、前記チャンバー内に配置されている前記減衰部材の一部よりも相対
的に大きく、前記減衰部材が前記ストッパとの衝突により変形された場合に膨張した前記
減衰部材を収容可能とされ、
　前記チャンバー（５１）は前記滑動可能なハウジング（５０）の上面又は下面で開放さ
れており、前記ハウジングの各端部に、前記減衰部材の前記緩衝部を突出させるために設
けられる開口部から前記チャンバー（５１）の一面に向けた入口部が設けられ、前記減衰
部材（５２，５２‘’）を前記チャンバー（５１）の開放された上面又は下面を通じて前
記チャンバー（５１）に挿入することができ、そこから取り外すことができるように、前
記チャンバー（５１）が形成されていることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記チャンバー（５１）が、スロットが前記滑動可能なハウジング（５０，５０’）の
端部に配置された状態で、チャンバー空間（５１ｂ）及び前記スロット（５１ａ）を備え
ていることを特徴とする請求項１に記載のスライディングガイドレールシステム。
【請求項３】
　前記減衰部材（５２，５２’）が、ボディ部（５２ｂ，５２ｂ’）及び比較的狭い頚部
（５２ａ，５２ａ’）を備え、
　前記ボディ部が、前記チャンバー空間（５１ｂ）内に設けられ、
　前記狭い頚部が、前記チャンバー（５１）の前記スロット（５１ａ）に設けられ、前記
減衰部材を保持していることを特徴とする請求項２に記載のスライディングガイドレール
システム。
【請求項４】
　前記減衰部材の頚部（５２ａ，５２ａ’）が、前記緩衝部を含んでいることを特徴とす
る請求項３に記載のスライディングガイドレールシステム。
【請求項５】
　前記チャンバーの前記スロット（５１ａ）が、前記減衰部材の頚部（５２ａ’）よりも
相対的に大きく、前記減衰部材（５２’）が前記ストッパ（６０）との衝突の際に変形し
た場合における前記頚部の膨張を許容することを特徴とする請求項３又は４に記載のスラ
イディングガイドレールシステム。
【請求項６】
　前記チャンバー空間（５１ｂ）が、前記減衰部材のボディ部（５２ｂ）よりも相対的に
大きく、
　前記減衰部材（５２）が前記ストッパ（６０）との衝突の際に変形した場合における前
記ボディ部の膨張を許容することを特徴とする請求項３又は４に記載のスライディングガ
イドレールシステム。
【請求項７】
　前記減衰部材のボディ部（５２ｂ）が、凹面を有する基部（５２ｃ）を有し、前記ボデ
ィ部の膨張を容易に実施可能とすることを特徴とする請求項３，４、又は６のいずれか一
項に記載のスライディングガイドレールシステム。
【請求項８】
　一組の前記減衰部材（５２，５２’）が、前記滑動可能なハウジング（５０，５０’）
の各端部に配置されていることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載のスライ
ディングガイドレールシステム。
【請求項９】
　前記ストッパ（６０）が、前記固定ガイド（２０）、前記中間レール（３０）、又は引
抜きガイド（４０）と一体化されているタブを備えていることを特徴とする請求項１～８
のいずれか一項に記載のスライディングガイドレールシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は家具産業で使用するためのスライディングガイドレールシステムに関する。よ
り詳しくは、スライド開閉可能とされる引き出しに関する。
【０００２】
　引き出しのガイドレールは、日常的使用（例えば、机や戸棚の引き出し）や産業用途（
例えば、倉庫での引抜き式の貯蔵棚、スーパーマーケットでのレジスター、銀行のキオス
クでの現金自動預入引出機、電気交換ステーションの電気設備など）に共通の構成部材で
ある。
【背景技術】
【０００３】
　ガイドレールシステムは、引き出しを部分的に又は完全に開閉するために設けられてい
る。そして、前記ガイドレールシステムは、一の家具に前記システムを固定するためのブ
ラケット、前記引き出しの側面に取り付けられた引抜き式のレール、及び好ましくは固定
レールと引抜きレールとの間に中間レールを含んでなることが一般的である。固定レール
及び引抜きレール内に配置された滑動可能とされるローラハウジングによって、中間レー
ルは固定レールに亘り滑動可能とされる。固定レール、中間レール、及び引抜きレールの
各々には、通常、それぞれ一組のリミットストッパが配置されている。各レール要素上の
各一組のリミットストッパ間にある滑動可能とされるローラハウジングによる行程距離は
、一般的に各レールの行程距離を規定している。この典型的なガイドレールシステムを有
する引き出しが引き出された場合には、又は押し込まれた場合には、滑動可能とされるロ
ーラハウジングとリミットストッパとの直接的な接触によって、非常に大きな音が必然的
に発生する。
【０００４】
　この問題を克服するために、防音手段を備える従来の引き出しのスライディングガイド
レールシステムが特許文献１に開示されている。上述の一般的なガイドレールシステムの
構成に付加して、この従来システムは中間レール上に設けられている一組の減衰手段を有
している。前記減衰手段は、第２の一組の脚部が２つのＵ状片に接触するように配置され
ている状態で、ウェブによって一側上で接続された第１の一組の脚部を有している弾性材
からなる細長部材を含んでいる。前記Ｕ状片のうちの一方は、固定レールの上面に取り付
けられている。そして、他方は引抜きレールの底面に取り付けられている。中間レールの
ウェブから打ち抜かれ、折り畳まれ前記第１の一組の脚部間の空間に載置され、且つ、細
長い弾性部材上に中間レールのウェブに抗して前記複板を把持しているタブ材によって、
前記減衰手段は中間レール上に保持されている。前記一組の減衰部材及びＵ状片は前記レ
ール要素の行程距離を決定する。
【０００５】
　この従来システムにおいては、前記Ｕ状片と減衰手段との接触によって引き出しが最初
に押し込まれる場合には、又は引き出される場合には、前記レール要素のリミットストッ
パはローラハウジングの端部と係合しないので、音を小さくするか、又は完全に消すこと
ができる。実質的に、引き出しが完全に閉じるためにさらに押し込まれる場合には、又は
完全に開くためにさらに引き出される場合には、前記ローラハウジングの端部が前記リミ
ットストッパに直接当たった結果として、前記Ｕ状片と接触可能とされる細長い弾性部材
からなる前記第２の一組の脚部が圧縮される。
【０００６】
　固定レール上に及び引抜きレール上にあるＵ状片と接触させるために、減衰手段は中間
レール上に設けられている。従って、ローラハウジングの端部がリミットストッパに当た
った場合に生じる音を間接的に低減させるために、この従来システムは設けられている。
ローラハウジングがストッパに当たる力を直接的に低減する機能が欠如すると、必然的に
音の低減に不満を持ったり、音の低減自体がたいしたことないものとなる。
【０００７】
　この従来の減衰手段の形状及び構成によって、Ｕ状片と関連する接触面又は衝撃吸収面
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は、細長い弾性部材からなる前記第２の一組の脚部のうち一の脚部の表面から構成される
。言い換えれば、この従来システムの騒音低減機能は、前記Ｕ状片と比較的小さな表面（
すなわち、前記第２の脚部のうち一の脚部の表面）との適切な接触に依存している。この
ことは、特に大きな力又は過剰な力が引き出しを押し込むために、又は引き出すために用
いられる場合に、信頼できない無駄な音を低減させる方法であることを実際に証明した。
また、この減衰手段の形状は、長期間に亘る頻繁な、持続した、又は活発な使用を容易に
する訳ではないことがわかる。適切な形状とされていない脚部を原因とする不適切な接触
や前記第２の一組の脚部の不十分なブレーキの結果として、Ｕ状片と接触した場合に騒音
低減効果を有する前記第２の一組の脚部が弾性限界を超えて曲げられてしまうためである
。
【０００８】
　もう一つの従来の減衰手段を備えたガイドレールシステムは、特許文献２に開示されて
いる。この従来のシステムは、蛇状又は曲がりくねった形状の弾性材からなる緩衝突出部
を備えてなる減衰手段を有している。前記緩衝突出部は、滑動可能とされるローラハウジ
ング（キャリジ）の長手端部と一体化され突出している。レール要素の行程距離は、前記
一組のリミットストッパ間の前記滑動可能とされるローラハウジングの行程距離によって
決定される。前記ローラハウジングの蛇状突出部は前記レール要素のリミットストッパ及
び前記レール要素自体と接触可能とされる。また、前記蛇状突出部は、前記ストッパと前
記ローラハウジング端部との直接的接触を防止することによって騒音を低減する機能を有
している。この従来システムにおいては、減衰手段はローラハウジングと一体化されてい
る。さらに、減衰手段はプラスチック材料から構成されている。
【０００９】
　この従来システムは、ローラハウジングの両端部がリミットストッパに当たった場合に
発生する騒音を直接的に低減するために設けられているが、蛇状又は曲がりくねった形状
の前記減衰突出部は、接触面又は衝撃吸収面が突出部先端のみから構成されていることを
示している。言い換えれば、この従来技術の騒音低減手段は、小さな表面を介するリミッ
トストッパとの接触（すなわち、リミットストッパの側面と前記突出部の先端部との接触
）に依存している。特に、大きな力又は過大な力が作用し、引き出しが押し込まれるか、
引き出された場合には、この手段は非効果的な騒音低減方法である。また、上述の通り、
所定の形状から逸脱した減衰突出部による不十分な減衰接触の結果として、蛇状又は曲が
りくねった形状が弾性限界を超える可能性があるので、この減衰突出部の形状は長期間に
亘る頻繁な使用、持続性を有する使用、又は強度を維持する使用を実現することができな
い。
【００１０】
　さらには、例えば、前記突出部が所定に形状から逸脱することにより非効果的となった
場合に、ローラハウジングと一体とされている減衰突出部を備えていることは望ましくな
いか、又は実用的ではない。この場合には、前記ローラハウジング全体を交換する必要が
ある。前記交換が完了する前に前記レールシステムを解体するためには、前記ローラハウ
ジングの交換は、引き出しを一の家具から取り外し、引き続いてこのレールシステムとの
係合を解除することを必要とする。
【００１１】
　また、この従来技術におけるシステム設計は、前記一体化された減衰突出部を有してい
るローラハウジングがプラスチック材料から構成されることを必要とする。前記ガイドレ
ールシステムの耐力は比較的小さな荷重のみに耐えることができるように限定されている
ので、このことは非実用的である。さらには、このことは、ガイドレールシステムの多用
途性を制限するので望ましくない。
【００１２】
　従って、本発明は、従来技術の問題点のうち幾つかの問題又はすべての問題を緩和する
ことを目的とする。さらには、組立及び製造が容易で、実用的且つ多目的用途に利用可能
であり、且つ強度を維持し持続性を有する減衰手段を有しているスライディングガイドレ
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ールシステムを提供することを目的とする。
【特許文献１】マレーシア国特許出願第ＰＩ２００３３７５９号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第０８６８８６６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明においては、一の家具内の引き出しを滑動可能な状態で開閉するためのスライデ
ィングガイドレールシステムが提供される。前記システムは、前記システムを一の家具に
固定するための取付ブラケット、前記取付ブラケット上に取り付けられている固定ガイド
、中間レール、及び引抜きガイドを備えている。固定ガイド及び引抜きガイドは、それぞ
れスライド移動可能とされるハウジング、前記中間レールを前記固定レール上で滑動可能
とする第１の滑動可能なハウジング、及び引抜きガイドを順番に前記中間レール上で滑動
可能とする第２の滑動可能なハウジングを有している。固定ガイド、中間レール、及び引
抜きガイドの各々は、第１の滑動可能なハウジング及び第２の滑動可能なハウジングのス
ライド移動を制限するために、その上に配置されたストッパを有している。弾性変形可能
とされる減衰部材が、第１の滑動可能なハウジング及び第２の滑動可能なハウジングの各
長手端部に設けられている各チャンバー内に設けられている。減衰部材は、チャンバー内
に配置されている減衰部材の一部よりも相対的に大きい前記滑動可能なハウジング及び前
記チャンバーの限界行程でストッパと係合するために、該減衰部材を備えている前記チャ
ンバーの外方且つ超越して突出している緩衝部を有している。このことにより、ストッパ
との衝突によって変形された場合には、前記チャンバーは膨張した減衰部材を収容するこ
とができる。
【００１４】
　一の好ましい実施例においては、減衰部材はチャンバーから取り外し可能とされる。チ
ャンバーが一面で開口されることにより、減衰部材の取付及び取り外しが可能となる。一
の実施例においては、チャンバーは、スロットが滑動可能なハウジングの端部に配置され
ている状態で、チャンバー空間及び前記スロットを備えている。従って、減衰部材がボデ
ィ部及び狭頚部を備え、前記ボディ部が前記チャンバー空間に設けられ、前記狭頚部は前
記チャンバーのスロットに設けられることにより、前記減衰部材を保持することが望まし
い。また、減衰部材の頚部は、前記スロットを超えて外方に延伸している前記頚部の一部
として、嵌合可能なように緩衝部を含んでいる。前記チャンバー空間は、前記減衰部材の
ボディ部よりも相対的に大きいので、前記減衰部材がストッパと衝突する際に変形する場
合における前記ボディ部の膨張を許容する。前記減衰部材の前記ボディ部は、凹面を有す
る基部を備え、前記ボディ部が容易に膨張可能とされていることが望ましい。
【００１５】
　本発明のもう一つの実施例においては、チャンバーのスロットは減衰手段の頚部よりも
相対的に大きく、前記減衰手段がストッパとの衝突の際に変形する場合における前記頚部
の膨張を許容する。チャンバー空間及び前記スロットの両方がまた前記頚部よりも大きい
ことは明らかである。
【００１６】
　本発明の減衰手段を有しているスライディングガイドレールシステムの目的は、引き出
しが一の家具に押し込まれる場合又は引き出される場合において、スライディングハウジ
ングの端部がガイドのストッパと衝突した時に発生する騒音を、前記減衰部材とストッパ
との直接的な接触によって直接的且つ効果的に低減することにある。また、前述の記載よ
り明らかなように、前記スライディングハウジングの端部又はチャンバーのスロットから
突出している減衰部材（すなわち、緩衝部）の接触面は、上述の従来技術の接触面よりも
相対的に大きい。従って、たとえ引き出しを出し入れした時に過大な力が作用する場合で
あっても、十分に且つ効果的に音を低減することができる。
【００１７】
　さらには、スライディングハウジングのチャンバーの構成及び減衰部材の形状によって
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、大きなチャンバー空間内で膨張しているボディ部、又は大きなチャンバーのスロット内
で膨張している緩衝部を含む頚部のいずれか一方の近傍で、減衰部材は変形される。言い
換えれば、前記システムにおける騒音低減は、前記スライディングハウジングの前記チャ
ンバー内の減衰部材の変形を介して達成される。減衰部材の前記形状及び前記機能によっ
て、頻繁で、持続性を有し、且つ強度を維持する使用をした場合であっても、物理的に失
敗せずに、又は弾性限界を超えた変形をせずに、信頼性が高く長期間に亘り効果的な騒音
低減を実現することができる。
【００１８】
　さらには、減衰部材が機能しなくなった場合には、減衰部材をスライディングハウジン
グのチャンバーから取り外すことによって減衰部材のみを交換することができる。この場
合には、同様にスライディングハウジングを交換する必要もない。また、この特徴により
、減衰部材及びスライディングハウジングを異なる材料で構成することが可能となる。例
えば、スライディングガイドレールシステムが高負荷に耐えるようにするために、スライ
ディングハウジングは金属で構成することができる。一方、弾性部材は弾性材料（例えば
、プラスチック又はゴム）から成ることができる。広範囲に亘る用途で利用可能とされる
前記システムは、より多用途且つ柔軟性に富んだ利用を実現する。
【００１９】
　さらなる実施例においては、一組の減衰部材は滑動可能なハウジングの各端部に配置さ
れている。
【００２０】
　さらにさらなる実施例においては、ストッパはガイド又はレールと一体化されているタ
ブを備えている。例えば、これは、金属製のガイド若しくはレールの表面から成る平面を
切断し、該平面の外方に屈曲されている金属製のラグ、又はプラスチック製のガイド若し
くはレールの場合には成形された突出部とすることができる。
【００２１】
　本発明は、添付図面を参照して成されている実施例の下記の詳細な説明によって表わさ
れているが、これに限定される訳ではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１は、組み立てられ、且つ、一の家具内部の一の引き出しの各側面に取り付けられた
本願発明の減衰手段を有するスライディングガイドレールシステムを表わしている。スラ
イディングガイドレールシステムは、一の家具に前記システムを固定している取付ブラケ
ット１０、取付ブラケット１０上に取り付けられた固定ガイド２０、中間レール３０、及
び引き出し側に固定されている引抜きガイド４０を備えてなる。図２に示すように、固定
ガイド２０及び引抜きガイド４０はそれぞれ、第１の滑動可能なハウジング５０によって
中間レール３０が固定ガイド２０上を滑動可能とされる状態の滑動可能なハウジング、第
２の滑動可能なハウジング５０’によって引抜きガイド４０が順番に中間レール３０上を
滑動可能とされる状態の滑動可能なハウジングを有している。滑動可能なハウジング５０
，５０’の両方ともが、一組の横方向に離隔されたチャンバー５１を各長手端部に有して
いる。この実施例においては、各チャンバーは、該チャンバー内に配置された減衰部材５
２，５２’を有している。
【００２３】
　図３は、取付ブラケット１０が、薄板から垂直フランジ及び水平フランジを備えてなる
略Ｌ形鋼に形成されていることを表わしている。前記垂直フランジは、一の家具（引き出
しや什器が取り付けられる戸棚や車台）の側面に固定するための多数の穴部を有している
。段付き縁部も前記垂直フランジの剛性を高めるために前記垂直フランジ上に形成されて
いる。単純に、ノッチは前記Ｌ形鋼の剛性及び前記取付ブラケットの許容荷重を高めるた
めに前記Ｌ形鋼の曲げ縁部に形成されている。システム固定ガイド２０は取付ブラケット
の水平フランジ上に取り付けられている。
【００２４】
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　固定ガイド２０は、薄板から開Ｃ形鋼に形成されている。内方に屈曲されている打ち出
しタブを含んでなるストッパ６０はガイド２０の長手端部に向かって両側面又は対向する
側面に形成される。ローラ５３，５４を有している第１のスライディングハウジング５０
は、固定ガイド２０に滑動可能なように嵌合されている。そして、第１のスライディング
ハウジングは、ストッパ６０間の固定ガイド２０の内部でローラ５３，５４上を滑らかに
走る。
【００２５】
　中間レール３０は、薄板から略Ｉ形鋼又は代替的にウェブ、上部水平フランジ及び下部
水平フランジを備えている２つのＴ形鋼の複合材に形成されている。上部水平フランジ及
び下部水平フランジの屈曲縁部は、互いと同一の側面上又は対向する側面上にある。二組
のストッパ６０は下部フランジの上面及び上部フランジの下面上に離隔形成されている。
両該フランジは、再び内方に屈曲されている打ち出しタブを含んでなり得る。中間レール
３０は前端部に関して差違がない状態で取り付けられ得る。また、このレールは、ストッ
パ６０のまだ曲げられていない打ち出しタブを備え得る。これらのタブは組立又は据付の
際に必要とされる方向に曲げられるために曲げられていない。このため、このシステムの
組立の際にタブの屈曲が可能とされる必要がある。そして、在庫しなければならない部品
数を低減するという利点がもたらされる。
【００２６】
　引抜きガイド４０は薄板から開Ｃ形鋼に形成されている。２つのストッパ６０は引抜き
ガイドの一方の側面上にあり、引抜きガイドの一の長手端部に向かって設けられるように
配置されている。これらのストッパ６０は内方に曲げられている打ち抜きタブを含みなる
。Ｌ状延伸部４１は切断され、又はこの引抜きガイド４０の上面に形成されている。この
延伸部４１はガイド４０を引き出しに固定するために引き出し側で取付部（図示しない）
と係合している。開口部４２はまた、前端部（引き出しの向きと相対的に）の引抜きガイ
ドの上面で打ち抜かれ、引き出しの前側に取り付けられているキャッチ（図示しない）と
係合可能とされている。このことにより、引き出しが容易且つ取り外し可能なように引抜
きガイド４０と共に取り付けられている。ローラ５３，５４を有している第２のスライデ
ィングハウジング５０’は、滑動可能なようにガイド４０内部に嵌合している。これによ
り、この第２のスライディングハウジング５０’は、ストッパ６０間のガイド４０の内部
でローラ５３，５４上を滑らかに走る。
【００２７】
　図４及び５を参照すると、第１のスライディングハウジング５０及び第２のスライディ
ングハウジング５０’は類する構成からなり、開Ｔ状とされる中空の中央凹所５５を備え
る略長方形断面を有する長い部材を備えている。ローラ５３は前記開Ｔ状部材の上部及び
両側面に設けられている。側面ローラ５４は中間レール３０の垂直ウェブの厚さに略同一
とされる所定の距離で離隔され垂直に配置されている。ローラの数、型（上部ローラ５３
であるか、又は側面ローラ５４であるか）、及び構成は、スライディングハウジング５０
，５０’における設計上の許容荷重に依存している。引き出し／什器用の横方向に案内す
る側面ローラ（図示しない）もさらに設けられている。これにより、これらのローラがで
きる限り離隔され配置されている場合には、スライディングハウジングを横方向により安
定させることができる。第１のスライディングハウジング５０における開Ｔ状の凹所５５
によって、中間レールの下部フランジが固定ガイドに固定された状態で、中間レール３０
は固定ガイド２０上を滑動可能とされる。同様に、第２のスライディングハウジング５０
’の開Ｔ状の凹所５５によって、中間レールの上部フランジが中間レールに滑動可能なよ
うに嵌合された状態で、引抜きガイド４０は中間レール３０上を滑動可能とされる。上部
ローラ５３と中間レール３０の上部フランジ及び下部フランジの両方の各接触面との間に
、調整及び／又は組立を容易にするために、適切な間隙が設けられている。同様に、側面
ローラ５４と中間レール３０における垂直ウェブの接触面との間に、適切な間隙が設けら
れている。
【００２８】
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　上部においては、第１のスライディングハウジング５０及び第２のスライディングハウ
ジング５０’の両方における各長手端に、横方向に離隔されている一組のチャンバー５１
が設けられている。これらのチャンバー５１は略Ｔ状とされ、一面で開口されていること
が望ましい。ここで、変形可能とされる減衰部材５２が取り外し可能なように、ローラハ
ウジングの上面又は下面は内側に設けられている。チャンバー５１は、一のチャンバーの
空隙５１ｂ、及びスライディングガイド５０，５０’の端面５１ｃに開口されている一の
スロット５１ａを備えている。
【００２９】
　図３～図１２ａ及び図１２ｂに記載されている好ましい実施例においては、減衰部材５
２は、各スライディングハウジング５０，５０’の限界行程でストッパ６０と係合するた
めにチャンバー５１を超えてその外方に突出している緩衝部を有する円筒形状且つ略Ｔ状
とされていることが望ましい。このＴ状減衰部材５２は、凹面を有する基部又は内側に湾
曲した基部５２ｃを有しているボディ部５２ｂと、相対的に幅が狭い頚部５２ａと、を備
えている。該頚部は緩衝部又はヘッド部を含み、弾性材料（例えば、プラスチックやゴム
）からなる。減衰部材５２のボディ部５２ｂはチャンバーの空隙５１ｂの内側に設けられ
ている。その一方で、減衰部材５２を保持するために、幅が狭い頚部５２ａはチャンバー
のスロット５１ａの内側に設けられている。減衰部材５２は、ハウジング５０，５０’の
上部の開口部を通じて、単にチャンバー５１の所定位置に押し込まれているだけである。
チャンバーのスロット５１ａはハウジング５０，５０’の上部開口部で開口されている幅
が狭い入口部を有し、減衰部材の頚部５２ａを受容する所定の円形開口部に導入される。
従って、一旦、前記頚部がスロット入口を通じて押し込まれると、減衰部材５２はチャン
バー５１の内側に保持される。ストッパ６０との衝突の際に減衰部材５２が変形される場
合に、ボディ部５２ｂが膨張することを考慮したため、チャンバーの空隙５１ｂは減衰部
材のボディ部５２ｂよりも相対的に大きい。使用の際に、引き出しが前記一の家具から引
き抜かれる場合に、又は押し込まれる場合に、第１のスライディングハウジング５０及び
第２のスライディングハウジング５０’の両方が、その長手端で固定ガイド２０、中間レ
ール３０及び引抜きガイド４０のストッパ６０と接触する。これらの固定ガイド、中間レ
ール、及び引抜きガイドのストッパ６０は、第１のスライディングハウジング５０及び第
２のスライディングハウジング５０’のスライド移動を制限するので、中間レール３０及
び引抜きガイド４０の行程距離も制限される。減衰部材５２の突出する緩衝部は、スライ
ディングハウジング５０，５０’の各端部でストッパ６０と接触する。前記引き出しが前
記一の家具から完全に伸張するように引き出される場合には、又は、前記一の家具に完全
に装着されるように押し込まれる場合には、前記突出している緩衝部がストッパ６０に抗
して押されるにつれて、減衰部材５２の狭頚部５２ａは圧縮されている。結果的には、減
衰部材が容易に膨張されるように、凹基部５２ｃが平坦とされた状態で、減衰部材５２の
狭頚部５２ｂはチャンバーの空隙５１ｂ内部で膨張される。そして、ストッパ６０はスラ
イディングハウジング５０，５０’の端面５１ｃに接触するので、減衰部材５２の過剰な
変形を防止することができる。減衰部材５２が変形されるので、横方向の引張力又は押付
力の結果として生じる運動エネルギの十分な部分を吸収する。その結果として、音がほと
んど発生せず、“クッション”効果が達成される。横方向の引張力も押付力もガイドレー
ル組立体に作用しない場合には、弾性減衰部材５２は元の非圧縮形状に戻る。
【００３０】
　図１３ａ及び図１３ｂに示す他の実施例においては、チャンバーのスロット５１ａ（特
に円形開口部）は、減衰部材の頚部５２ａ’よりも大きい。該頚部は突出している緩衝部
を含み、頚部５２ａ’のいずれか一方の側面上にギャップが存在する。この構成は、減衰
部材５２’がストッパ６０との衝突の際に変形された場合の頚部５２ａ’の膨張を考慮す
るものである。本実施例の減衰部材５２’におけるボディ部５２ｂ’は略平坦な基部を有
している。
【００３１】
　使用の際に、上述の好ましい実施例においては、引き出しが前記一の家具から引き抜か
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れた場合には、又は押し込まれた場合には、第１のスライディングハウジング５０及び第
２のスライディングハウジング５０’の両方が、固定ガイド２０、中間レール３０、及び
引抜きガイド４０のストッパ６０と接触する。前記引き出しが前記一の家具から完全に伸
張するように引き出される場合には、又は、前記一の家具に完全に装着されるように押し
込まれる場合には、前記突出している緩衝部がストッパ６０に抗して押されるにつれて、
頚部５２ａ’は圧縮される。前記大きなチャンバーのスロット５１ａによって、減衰部材
５２’の頚部５２ａ’はスロット５１ａの円形開口部内で膨張されるか、又は膨れ上がる
。上述の通り、減衰部材５２’は変形されるので、横方向の引張力又は押付力の結果とし
て生じる運動エネルギの十分な部分を吸収し、“クッション”効果が達成される。横方向
の引張力も押付力もガイドレール組立体に作用しない場合には、再び弾性減衰部材５２’
は元の非圧縮形状に戻る。
【００３２】
　減衰部材５２，５２’の交換が必要とされる場合には、突出しているヘッド部を掴み頚
部５２ａをスロットの入口を通じて取り外すことにより、前記ハウジングの上部での開口
部を通じて上方に前記減衰部材を単に引き上げるだけで、前記減衰部材はスライディング
ハウジング５０，５０’のチャンバー５１から取り外される。このことは弾性部材５２，
５２’の弾性的性質により可能とされる。
【００３３】
　当業者には自明であるように、本発明は本発明の技術的範囲及び本質的特徴から逸脱し
ないで、容易に他の特定形態を生み出すことができる。従って、本発明における実施例は
、前記記載よりも特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲を単に説明したにすぎず、
これにより制限するものではないことに留意すべきである。従って、すべての変形が本明
細書に包含されることにも留意すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】一の家具内に本発明のスライディングガイドレール機構を有している引き出しを
示す。
【図２】本発明の好ましい実施例の断面を表わす。
【図３】本発明の好ましい実施例の斜視図を表わす。
【図４】本発明の好ましい実施例のスライディングハウジングにおいて、減衰部材が前記
スライディングハウジングから取り外されている状態を示す。
【図５】本発明の好ましい実施例のスライディングハウジングにおいて、減衰部材が前記
スライディングハウジング内に取り付けられている状態を示す。
【図６】引き出しが引き出された場合における減衰部材の変形前の本発明の好ましい実施
例の側面図を表わす。
【図７】引き出しが引き出され、減衰部材が変形した後の図６に示す実施例の側面図を表
わす。
【図８】引き出しが押し込まれ、減衰部材が変形する前の図６に示す実施例の側面図であ
る。
【図９】引き出しが完全に押し込まれ、減衰部材が変形した後の図６に示す実施例の側面
図である。
【図１０】図６に示す実施例の上面図である。
【図１１】図７に示す実施例の上面図である。
【図１２】図６及び図８に表わす減衰部材の拡大図、及び図７及び図９に表わす減衰部材
の拡大図である。
【図１３】減衰部材が変形する前における、他の実施例の減衰部材の拡大図、及び減衰部
材が変形した後における、前記他の実施例の減衰部材の拡大図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　取付ブラケット
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　２０　固定ガイド
　３０　中間レール
　４０　引抜きレール
　５０　第１のスライディングハウジング
　５０’　第２のスライディングハウジング
　５１　チャンバー
　５２　減衰手段
　５２ａ　頚部
　５２ｂ　ボディ部
　５３　ローラ
　５４　ローラ
　５５　開Ｔ状の凹所
　６０　ストッパ

【図１】 【図２】
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